Influence of the History Fluoride Mouth Rinsing and Caries Activity on Caries Experience by 釜田, 理沙 et al.
論 文
フ ツ 化 物 洗 口 歴 と う 蝕 活 動 性 が う 蝕 経 験 に あ た え る 影 響
釜田理沙　本間和代　小黒章
1水野歯科医院e/新潟蒋上欄倫短期太学 歯科衛生士学科
Influence of the Histrory Fluoride Mouth Rinsing and
 Caries Activity on Caries Experience
Risa Kamata Kazuyo Honma Akira Oguro
･.･日..･.‥-.',..,･J.-I.,I:･;.,.･･,'.･',-.･:'‥･:,.i..･.,･･.､
古 .j､.･､ト､.∴∴ ､･∴∴:'､ :'t/l･工き.:I-),I,'.L.i,･.:.･.I,I‥,:i:!.二;こ･･.I.･l■｣.i
応J旧二は7ソバヒ物洗Hが保育園,小学校等で多く`jiIJybされている.本研究では.過去の7､月ヒ物沫Ilがう蝕
相成 (1_)へlrr~)に臣響するかを知るたd).7､日ヒ物洗Il経験肝(～qノし未経験群Ttlノ｣をkJ一射二調べた.また
I)へ肝'1とう蝕活動杜の関係についても調べた.
彼検昔の学牛に7･.I,1ヒ1~帰日!細撞U)侶世とjI施時uIJ‖二-)いてアンケー ト,を行い.1_)＼HJTは-1日に行･'た
菌杵健i紳)結果を吊いた.I)蝕tlrTL動作試験はし甘1､バクテリアとeRTバ､ソ7丁を用い.1岬油分泌量.コ呼
･･二･･.宮. -ミ -'∴･'HLl-.:-.:､こ●∴-I､､-･∴十､.LhIJlJ.:lltH･:I/.Il:･､･-, ●パ
項目について調べた.
-I.i..[巨 .=＼11星,∴!-'に...IH .､L-＼'/･'/- 呈 ･Hl･-. 1･‥ い.HL-I-:'･工∴ - _
明変数に年齢を加えると年齢との有意の相関は認められるものの くp-0.紬 ,フッ化物洗口歴では有意性
は認め吊しなくな-'た.また,I)九日JTとう蝕.活動性試験の関係はどの柏在Ji'‖Iにおいても存意ではなかった.
また.I)蝕清動作試験は ･次的な=腔内環境の状況を判'JiしているもLi)であり,そU)結果J)丸で1~)1-u-IT
が町すればう蝕清動作もltいとは結論づけられないと考える.さ()に それ以外の■1-･lJとして.f巨)てきた
家庭環境や問食u〕状態も臣響Lてくると考える.今後はそのよ})なことも視野に入れたうえで研究し.う蝕
清動作を'Jih粧し-)/)勅肘再な7､.,ITヒ物応川,を僻科衛牛I:業務にi'･i:立てていきたい,
キーワード二7､.Jfヒ物沫=雁.I)蝕活動件.I)蝕締朕
Keywords:llistrol･yOfF1日)I-idL､llouthRilSilg.し11･i(､ト.1＼し･liヽ一両,.LlこIriLlSⅠ三Xl)el.iLIILl(l
l 洋 三
現在,フッ素化合物の応摺ほう蝕予防を二効果があ
ることは認められてお畔 ,子機を持つ父母等もそ
の意識は高く,フッ化物洗口やフツ花物歯面塗布の
普及率は向上している2).
被検者の住所地である新潟県は,2榊9年の12産児
･,:'t.!'::./I'itl'/I/.lHトトト:ーIl i一㌦∴十●∴ ､二∵･
-_I:..:I.1'.し:. ド .ーこ･..･'十j･:.:I:∴∴∴ I.･∴ .
そ､J‖l閏L_･L､∵/ :'1:1.:･LiJ:-1' 化∴:'∴HH;I.,､/'∴:
:: iI l巳.1賢,:.L:.Zlj･ト こー.､i:I.∴ .I.こ∴:'･′:.,.
近年チ著者が在籍する明備短期光学歯科衡婆教士学
早 ):/:'(.･.,･!:[∴･:.:'･.;,捕./-工.∴ †LIri:･･t..上 '
化物歯面塗布を実施した経験職ある者が多くみられ
●∴ :ー.-I,:,.I-ニ∴ーL∴ ･:いr.;､.;' (.':≡工､了工∴
の程度う蝕予防に効果をあげているかに注目したや
/:一二Iトリ∴･t.I:∴･/' :I:'Jrl･:.'= :･.l∴､Ir:I:卜.//I.I.
∴､1'･/∴ l∴銅.こ:､･I)＼='王 !_･･∴ ･ヾ.'･.十 ､一二.
★明晶i江別)十日it再帰ijJf:.[:辛杵11tLE=∴回■､l,I.-i-kfニト=腔f封建衛生:吾郎ILi)Ll･t牛
煩fl一十i･付:コHt'lL:･11日こう()lL･-2･上野.二川1車lコI鳥Itl
連絡'/L'〒リ1)()-JL)LILミ打出l冊吊tL_lH沙二1-捕-1t)明倫抽妄り人草 本ItrE.]和代 '1.IJ.()i).=1-コ二1コーlミニミ.-1ll内線lLiこう､
本論丈はコ()I1Il:･L'H.独立行政沃人ノ了古･用ti･;j･':位持Lj･1-;W･l汗)辛f:J)芋†甘言Jj･LJ)1帖一汗二係わ,-3了;'･n如机L.,試験LJ)LI損亡｣に合情したもLJ)でJ･)/J.
棉 明倫紀要15(ll
L∵∴ハ:二､l∴j/,,-∴･:Li∴ 一'_-I:,I-I/:.二･仁 tl転∴･､
工･.･/,:､ノ:､:I:立 ･工主:r:亘II.LI㌧.･:I.:I.T'. ●. -_:∴
∴ ●r:'･:ll'再 :-'1'1'.1三･jL着工 i.･'.:･'.':_･t,;･:.い∴･L.:.･
つと考えられる.
lt.文使方法
被検者は心身ともに健康を明備短期大学学生の尭
:･LI( .I,.-1Irt.LJ :.I,モtl･r､ .';I-1 :li:上 11.･1
!､一.ト!,i':･_･ ['･:･_l十...J.二..J･[;[/,fL,I:!'/
ある,なお,被換者は闘腔細菌叢の構成に影響する
:'/I,I;Ll巨 ･/I:I･.1'!L.:∴ -∴ ･',:か ･∴ ト _ーご
て新潟県に在住じ ら新潟県外者 :2人),過去にフツ
T'I.I/!.'L.l.''L/.･-.I,-1.1!∴1.:i'l･lt.1日.I).八 ･心
!､ ~■ ;'Lニー･'::'･.巨∴,:告 -_詳亘､-一､･.'=r. I.-∴
:I.十･ .:1.I)='fi.:I. .I.J･r､･･一 律■'･lr･.●.し口 上 ∴∴告
工一三1､･∵.I)＼､IIL.･ )l●･j･/[了 /.I.lr･､∴.:i■_∴L''lぎ
∴､‥/･一,∫ j.:i･一㌦~:｣･∴∴ :r上..･I十 .LJ.I･古･∴-
加わり,その結果を用いてDMFTとの関係性につい
ても調べた.
I.DMFT
平成22隼雄月に明倫短期大学附属歯科診療所にお
らもて実施 された学校歯科健診の結果を用いた.上下
-: T T L'･十 ･lr:ll:'~∴ ., ニ∴ー い∴二~上 ･-ー
欠損理 由が不明を艶揖歯を宥する者に対 して,M(ラ
､卜J･'_.,･'･こ了 .-:I.∴:藍.･工･/.､･.･J.:1'J:..I17だL.
二_I.∴ ∴ぎ‥:] ､∴
対象は,心身ともに健康を女子 (明確短期大学歯
科衛生吏学科2年生)56九である.CRTバクテリ
‥ こ＼l.し∴…!-､工l(L.I.)Il'･二 ･一'(二 二
十:･､･/I. l･J /t･:Jrl,'･.･.､●:It<∵十 Ii･.:_I.1:.∴
トliJE､T十11 .:/I-∴;J,､.圧一十Ii.J∴:I:.'_1.･t1.I:
一･:l一工川(.:･.:lH.･汗..皇二.:I'( ー!'1 -I.
･畑'J二Tl/.こしIl了巧 -i･了.lnl:.-j上ニト .l!工 1 -..
ト中のパラフィンペレッ恥を5分間噛み続けサ随時
溜まった唾液を計量容器に吐き出した阜採取した唾
液を水平な場所に置いて唾液総量を読み取った.5
I.目上)･卜1.･':.;.;/1･/,l/よ･,~:.･}･i･..持 !.･',l'･J､.:Ll.::'1.A
:,I.工:､.ほ':､し工 ●･/.:I.;t臣.:;:.丁･l.上溝 (,∴(l∴mJ
/rJ l1･.一､. I_.I- 二l･.il･I､･'･工二'･(1､∴:∴
.L_' L･J■･.i-I.'pJS_㍗
I:∴､∴､: 'L.･工.:I..,山一'･.!号.二']/二~.!一/ill:-i:.I_
I.}J'.I.､1､''J∴-,二‥.､∴㍉ト､里L'J昌'.'- 工二二･i'･∴
な.I,:蘭 .二:- : ･､-,､ lll:-lr＼ ∴ ･: ･l∴十
色い部分を十にしてテストストリ､ソブスをI'hIlいた
ド-L･. 吊 二日､･JLl一･Jr､･二言二'_I.(.∴＼ト:'ト i.ト∴
..･∴し そLlJ:'1.1'.r'./-_'∴■∴∴ 1.二一工∴ こ■:'<､..I.1･
･'J/lJ-､工こ/I.二t‥ -∴ 一二 .-.'｣､!･._.:.一･l:I:･･l:†巳.1･:
･3:,-･､､- '･一:.LIJ_ PH ･､･∴ 十 十1!.ll ,冒
.I.､.I･LII'･.):ミ.,i･-I:●j'･: '= ･こL'
図1.テストストリップスに唾液を滴下 している様子
/;:3.J･i'l/:l･;i)ll)17 +･ 卜
:1, ミ ー 'Ji 1車 申こいIJl,'!. ＼＼.I-,十こ.- :/'･(､
--:,I/､Il吊'.･ J吊['∴'.､
･;工.t':.十両:Iか/.I)::!､∴‥∵.｣トこ‥･S'. :.'､･ -
ニ'.li工･●,Jl:_再 ,.(-I.了∴､- .∴ ■●､二 ･∴ .:../:
､･●･:;i:二°J-L,}-.:'･;.-∴ rt∴ :..一㌦.∴∴･.､!二二fl
工∴ ∴::､∴ll∴:.;●一∵一､十 ･:;∴ ∴ :/l:I.}::.鑑
I.'･:∫..十巨甘･.一･(.I:･､∴ 工二;1:.､日 :.･!仁･∴ ∴:I:,j卜
･'.ト 二四･:･'/J ド.'｢∴■/･ ト.I; I(I;i ･:･√:
測る よ うに寒 天 培 地 を培養試験管に入れて蕊をしっ
か巧閉 め千 野 卵 器 で37℃書逢8時間培養複,寒天培地
二､･,:･'･r∴ -･ '･L!･;∴∴二Il'･i::l′J∴lり●.L'.r'1.
:1, ■ 二 ･二:∴.I.!.1:
･' -:+巨∴ l-:I:∴･∴･∴i‥ ∫,-'､をT'j ∴
フ ッ化 物 洗 口経 験者は保登園ヂ擁学校,保育園-小
釜田王里沙ほか :フッ化物洗口歴とう蝕活動性がう蝕経験にあたえる影響
図 3.寒天培地にスポイトを用い唾液を均一に滴下し
ている様子
図4.肺卵器内で3TC,48時間培養後の寒天培地の一例
学校,保管園-中学校,朴学校-中学校の5段階に
'･(:了 ! 5.~･釣.:i'.一 ､ 三∵∴ ~,: 旧 ･'ilt･.IL.日 工
経験者は0に指数化した.フッ化物洗口時期や実施
I.･(lSIIJ･l昌 一/.パl':Lト=-i:二′･Jr-i､申.'二 ∴ l~!･:-ド.
表l_施設別に指数化されたフッ化物洗口歴指数と人数(∩-174)
7､tJ1ヒ物沫=厭 7､日ヒ1射出1度指数保fl'L図 1か学校 2保育園-中学校保育園-中学校小学校-中学校
行一)ていない
? ? ?? ? ? ???? ? ?
? ? ? ?
??
? ?‥
??
27
拍5.5%)
i.IJ:いt.=･:[川ト:い･､･(≡ 巨､J(:tI:_L･.l-lI(.)丁二被検者の悶常盤酒殿プラ-夕付着状況を知るため./-I.:.:ト･.I:1.∴.::.tIi.1/''=;.:･l: (1,し ′'L･''/t･､､
タ歯垢染色液5mD を使用 し,プラークの染めだ
転1
I一′lj-'､十Li(･'_:･/rl､'):I.
Ⅲ＼ 結果お よ び 考 察
1_DMTFと7 ､tJfヒ物 洗 =歴
L 'r 仁･[',J:.'･L : ･■工(∴
:I.廿',i;i-: I !.:二巨洗 .:I:∫ l･:-･:.:I,.∴lーj.~.j∴ ト
烏Ij/:･, ∴ 臨 .::rI上 .千 . I ;Lr:I,.:J:=;'･/汗.,:
:･iI::L.1: 了 !∴ .I:･'こ-二･:､.~∴ ./:一!,:.':小･･r､
L:tl∴ Hln i.'' ･,I.､･T工IJt.1!､ 1.I.1'い.洗[:闇
I(:!∴/.:.L､:-. -■∴JTr､ ほほ,･. ㌔ :･,+.∴ ･江上
仁 一,I I:.上 ;I. ;_'･さ.･∴HJ川I.(II,i:. 十日･L'j
.-.一L.∴ :.I､∴ ･牛 :｣二-･L.:.ミ･_:llI:I.'‖1.1'十(.;:･,I
くL.Tll1-. ･:.L_-[･､言 :.I-J...I;L'ト､い ミ･一･■●1. - 上物
既得経験群 は新 潟 県 とよヒべ る と6,3%高い絡巣が得
られた.
2)DMFTとフ ッ化 物 洗 口歴 の 関係
い､＼!11'･二 ′ ･･lL/;'･j:I:.日 !1･二■･}..-ー!iト 'ー･r･一一二
.,lll.ノ､1'こ､IJ(;~':3;::.:-}/ '･ :･.I.1:i-I,:I
')･i∴ト∴?I.I/)∴ 巨 ∴ JIL _､ I)川 T Hi'･,･'･~■1
時相関係数は0.1961で あ る. 欄 間 は 有 意 であるがサ
他の要因が97%近くも存在 す る よ うで あ る 若菜射 .
.-; J)＼)I::∵二,' :已.1'lrl:｣.l…:･.二′:.':',I-･.j上
蓋たきDMFWを基準変 数 と し, 年 齢 を説 明 変数
を二加えて年齢とフッ化物洗 口歴 を説 明 変 数 とす る重
回帰をデルではチ年齢と有意の相関が認められ (p
こB.:I:t･ ` L`I'･ニー.･L.[日.I`∴∴‖∴.･['!.-:L.l'.･＼′,:L.昌一,:
1∵-.:･:. :I .'･.'1'.1 -_}･;二J■L.')･r.‖関持1:'l:こ
II二.Tu::i:,/, ;ハ::､lI_-･' 行･:I,'JI;'!:Hlt.'･■咋'Jl-:∴ニ;'J･
意の禰問がみられるが,決定係数が0髄呂拓である
ことから93%以上は髄の登園が存在ずると考えられ
I:.t ∴二J,.
その他の要因として,個々の魚生活環境や口腔衛
I.1く_i'-∴.[∴.､･バ≡工･∴･{l㍉･∴ ,･1..･こ/ / Il-!'1.
:.I,t.[●'･jニー,I:･.1∴I'.工 :日.■[!j:I:;1.:I/I :ニ'L_･こ/,I:-
か.'し.ML:I.(:.:lい.I､.:,∴一･,∫.I}:I:(.l:;∴~.･.-･､.-
いれば効果は半減する,また,ワッ花物浅沼経験が
I:･,.∴i:-.､∵.㍗-.'･･I-.∴J ･.:;./_.1古二1'..上
:I..'l･LrJ･r'･;:･工 ∴:.{∴ ･,L'･_-Ll..･,･･′:･ _･/,∴ -.;I.
の要因として フ ツ骨監物 配 合 歯 磨 剤が普及してきたこ
I.1'∴二i/,I; ∴ it/-I,/､■i-;".ll･.-.:-i.･.･一･J11･1･ 上
臼歯が 萌 擬 して 宅るの は平 均 6歳であるが,本研究
職級後 者 で は年 齢 が20歳 の者 が最も多く,この被検
十 ∴ ･-h L.::･./I:∴".)･','l.巨 .'‥■･化:1十1卜十･li一
･日1, ･(';:∴ ∴ .‥工 ~1'l■膏 十か∴ .;こ. ･Iltう
.;.I !t･･(I(:tL.[= ∴ .･ .∫一上 i.十 ::-:直 し∵･了二/_二
転2
表2.DMFTとフッ化物洗口歴と年齢の相 関
明倫紀要15廿)
係的 性準誤 差 1し 偵 1Hl帰統計
().()lT 決定係数 lモ∵Llパ 旧1二ミ封T
補 Il:.Ⅰ上しllI) 0.0:ミItq
観 測散 見複7
表3.DMFTとフッ化物洗口歴の相関
係数 標準 誤 差 p 一 億
-:川l(iLqL) こ3:ltl･1(1二対
-(1.pl5107 0.r72:ミニil
0.il(i二M lI
0.01(=:lti
().(-)T･10;i
図5.SM菌数.LB菌数のカラーチャー ト
回帰統計
ETl:.相関Ⅰ(
車決定R∵
浦l仁1(二
観測数
(1.iZLYltミ1A1
0.()81･l()LI
0.(-)(i輔.1Li
llT
∴ ∴` ･ 1川lt)ド.I.I.i′一･1 1i'/:'･:r一j∴:ll.I.‥.!･: ､･∴'･.:･'j
立言 ほ!卜 Hl./:I./:,. 1 巨;J･.I_.い∴ ･/･L.∴･■1
I.:ミ∴･.:.II,t.Tl'.∴ ,.:.-_■∴1,. ' 巨 ′工 '･一言一
割を毎日使用していれば十分う蝕予防効果が期待で
きる.
1_1-.､J一･',lこ :~-. 目上L:/./･lL肯1.'･l..:∴一二:･t:;
と未経験群に相関がみられなかったのではないかと
考えられる.
t.､■- さ･.' 二･∴･.∴∴ <rl.'LJβ.:二:二rlLl吉･二
物ややデ卑見トラナ-ゼ配葱の物があり,前者は歯
垢中細蘭の増殖抑制効果号後者には歯垢抑制効果が
図6. フ ッ化 物 配合歯磨 剤 の市場 占有率
釜田理沙 ほか :7.:,ノ化物洗口歴とう蝕活動性がう蝕経強にあたえる影響
∴∴ ./: ･':･L･ト 一･･･.t･こ ir･.∴:.1･/･:･号再 l∴二
･･=･,･､ :.二･:∴-II.1･･･.,
L'./l∴∴･;:rl:･.51二日､＼汗't.･I..-.:
l .･ト･
lハl:∴l･H (Ill:'･･-∴ ･,;:;･; I.1J､ ∴ 巨:I
がl :.'tl:･,I/:.∴二:･■一.･･'∴ .､･■: ∴ l.
PL∴...:-i.･､∴ I:'∴L.l.1Ⅰ:∴･里∴車 間 :二:･･).I-.
しかしサPCRが30%以上であるにも関わ らず DM FT
が少ない者 もいた.
表4.DMFTに対するPCRの度数分布
nMFT PCR (%)
0-i 1 13 1 1 22
2-6 7 12 1 2 32
7-1二三 l J Ll = 9
i.3-1.5 0 2 0 0 望
1汀-2Ⅰ O l O O 且
.-_' 巨II,.･言I.'l･
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の年齢が且8歳と若いため唾液分泌も活発で高い数機
が蹴たと思われる書また,DMFTが0-6と少な
､一･Tl':.lI:( :;;■､.･卜1.･'/-･Jr･.:i/.-一日JlHl'･.I.一､日 で :･-.
･.､_さ- …∵.㍗,J工工:A.,lJr.'こ1.∴トj-･!:.I:.二,"-.,､二円､
われる.唾液にはさまざまな働きがあるがサその中
･'･1:二:lTr一'L'∴三jト ･ー1 1∴/::.-:_目 上 l一･日.'tr.こ
'･:ニ'､iI-･こ.,●.1!.･I,､･1-I:.･'･. 二 ､:.∴二･:.
.I,･T{l･<lI.lj.:了.二t･:∴ Eき言.‥･j 卜､:l∴ :..-∴:'.
ると言える.
表5.DMFTに対する唾液分泌量の度数分布 (∩-56)
HMFT 唾液分泌濠 (ml/分) 窮 ←人十毒 品 警 警芸 iB≦
(ー-.I 0 2 1 漫9 22
.2.-ら 0 3 4 15 22
7-息2 0 0 2 7 9
13.-1う 0 0 0 } 2
1G-21 0 (ー 0 1 1
合計し人1 0 5 7 舶 56
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郎 唾液 緩 衝 能
･-.･'･.く∴ 十 ･'･,･､1L:.I..ハil∴上(I Lこ･.'∴･..･
;'Ill･'JHL),･rt:.ML.(I 1 一･m.､Ii'∴ .∴ 上.-.;i
液由体にも緩 衝 作 用 は存在ずるが,唾液pHが酸性
∴ー1.･し.､･.-1･.工 :･.･､二･二`J.∫:.
表6.DMFTに対する唾液緩衝能の度数分布 (∩-56)
HMrT 種油緑雨能 叫梱Ⅰ州十 (人十
孟 孔5-5.5 讐
0-守+ 0 3 30 33
岩､-6 0 コ コ0 22
冒.-.i2 0 3 7 9
13-15 0 0 2 望
且6-21 O l O ユ
十人十 0 7 49 56
1 ト＼二い一･㌦
sM歯数の度数分布では細菌数が103の者は4丸と
十･J;-.. lll.1l,..l.:I･･工一一.･:再:-I-日'.1㌧ .TL
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表7. DMFTに対するSM菌数の度数分布 (∩-56)
川∵ 101 1亘 10ト
0.-- 0 8 9 5 盟
2-6 ･竣 呂 逢 6 22
13-15 0 0 1 1 ご
1伝-21 0 0 1 0 i
5)LB菌 数
I.日':ト∴ ･i.I ′∴ 二 ･■∴.～.守_∴ い.lt-I-1!;.I..
_二H.:､.-.'l･'/_･'･バ ∴ .:I,,i･t ･' ∴ト .l.吊:∴/･l'･L1.
に直接関係せず,う蝕が存在すると遊行を畢める薗
表8.DMFTに対するLB菌の度数分布 (∩-56)
DMFT LI抽 放 し佃+ー11i 賢 く丸)川∵ 川1 川1 10-i 0 3 7 1ご 22
2-.6 0 2 15 5 22
冒-12 0 1 2 6 9
及6.-､2淫.0 (ー l (ー i＼
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であるといわれることからi)MFTと関係がなかっ
たものと且月)れる.
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目も相関が認められなかった (衣射 .う蝕活動性
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表9.DMFTと唾液因子群およびフッ化物洗口歴の相関
(DMFTを目的変数にとった線型重回帰モデル)
説明変数 回帰棟数 い佃
切片 封十OJ 0.35
PER 3192 O.T3コ
呼油分泌量 0. O.首l
唾液pl.王 ユ氾 0.298
SM曲 0.324 0一.格別.
Lt与苗 江川叩 0938
年齢 -乳魂52 0.3-10
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が知られた.
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れるが,橡の要因が存在する串説明変数 に年齢
をプラスすると欄間がみられるが斗 フ ッ化物 洗
口歴との相関はみられなくなった.
離 う蝕活動性試験 とDMFTとの相関は認められ
なかった.
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